第16回設営シンポジウムプログラム案内 by unknown
⼝頭発表
タイトル 発表者 発表内容 発表時間
1南極設営課題検討ワーキンググループと内陸輸送について 樋⼝和⽣（国⽴極地研究所）
南極観測設営課題検討ワーキンググループと内陸輸送と設営⽅法検討ワーキンググ





































休憩 12:00 〜 13:00
8昭和基地のインフラ整備について 藤野博⾏（国⽴極地研究所） 昭和基地インフラ再構築検討ワーキンググループの報告と、昭和基地の将来的なインフラ整備についての⽅向性を報告する。 13:00 〜 13:15
9⾃然エネルギー棟に設置した空気式太陽熱集熱システムにおける実証実験 安部剛（株式会社 錢⾼組）
昭和基地に新たに建設した「⾃然エネルギー棟」に採⽤した空気式太陽熱集熱システ






















13昭和基地20kW⾵⼒発電機の現状について 勝⽥ 豊、藤野 博⾏（国⽴極地研究所） 昭和基地において５６次隊から運⽤が開始された20kW⾵⼒発電機は、６０次隊で３機⽬が設置された。本発表では、これまでの稼働状況、トラブルなどの現状を報告する。 14:15 14:30

























15次世代衛星通信サービスの紹介 齋藤勝（KDDI株式会社） 南極観測に有⽤と思われる、次世代衛星通信サービス「イリジウムCertus」を紹介して、南極での活⽤⽅法を提案致します。 15:00 〜 15:15
16昭和基地のスマートシティ化 ⼤⽯孟（NECネッツエスアイ株式会社） ネットワーク・コミュニケーションを中⼼とした、昭和基地のスマート化を進めるスマートシティソリューションをご提案いたします。 15:15 〜 15:30








休憩 16:00 〜 16:10
19昭和基地廃棄物埋め⽴て地の処理について 柏⽊隆宏（国⽴極地研究所） 昭和基地廃棄物埋⽴地対策検討ワーキンググループの報告と廃棄物埋⽴地の処理について、現況と将来的な⽅向性を報告する。 16:10 〜 16:25
20南極における⽔、ごみ問題 野村健治（株式会社MXVRコーポレーション）
１）⾃衛隊に納⼊された、⾞載型海⽔淡⽔化装置
海⽔から塩を製造（伯⽅の塩）、塩を取った後の⽔（海洋深層⽔ミユ）の製造器から
考案．置型もあり１⽇５０００トンの処理可能
２）ＥＲＣＭ有機物減容装置 燃やさず⽣ごみ、廃プラ、医療⽤、下⽔汚泥、糞尿な
どあらゆる有機物の処理が短時間で、少量の電気だけで処理出来る装置、⾞載型もあ
ります。
16:25 〜 16:40
21南極に放置した過去の廃棄物処理 ⽯沢賢⼆（元国⽴極地研究所職員）
「環境保護に関する南極条約議定書」が採択（1991年）されるまで、各国の南極基地
では、廃棄物の野焼き・放置・埋め⽴てが何の規制も無しに⾏われてきた。そのツケ
は現在も残り、昭和基地でも問題になっている。そのような過去の負の遺産に対して
どのように対処したのか、各国の取り組みを紹介する。
16:40 〜 16:55
22
環境に配慮した、簡易で、強固な、ヘリポート等の
平坦地盤の設営資材
⽊下幹⺒
（エアロファシリティー株式会社）
鉄筋コンクリートで、広範囲に床⾯形成するには多⼤な設備と労⼒が必要。また国内
からセメントや⾻材、⽔を運ぶと重量が⼤きすぎる。アルミ合⾦製の「ＡＩデッキ」
や特殊ゴム製の「パズルマット」は簡単に、⼈⼒のみで広範囲に平坦な床⾯を形成す
ることができる。
16:55 〜 17:10
23
⾼気密・省エネドームハウス
〜第4の構造材特殊発泡ポリスチレン〜
篠﨑学
（ジャパンドームハウス株式会社）
従来の発泡スチロールの常識を覆した特殊発泡ポリスチレン。⾼い断熱性、耐久性等
を備えた新素材である特殊発泡ポリスチレン製ドームハウスの、製品の特徴および国
内での活⽤事例を踏まえた極地での活⽤のご提案。
17:10 〜 17:25
ポスター発表
ARを活⽤した遠隔作業⽀援システム「VistaFinder Mx」 藤野洋規（株式会社KDDI総合研究所）
スマートフォン・スマートグラスなどで撮影した現場の映像を、安全かつ⾼品質に⽣
中継を⾏うことができる遠隔作業⽀援システムです。 ウェアラブル端末によるハ
ンズフリー伝送、ARによる直感的な作業指⽰など多彩な機能を有しています。
12:30 〜 13:00
14:30 〜 14:45
【参加者懇親会】
シンポジウム終了後、同所にて参加者懇親会を予定して
いますので、ぜひご参加ください。
時間：17:45～19:15 参加費：2,000円
